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国間で約 5 倍だった 1 人当たりGDPの格差は，






























てはメコン委員会（Committee for Cooperation of 












枠組みすべてを並べたものが表 1 と 2 である。


















がこの 6 分野のうち 3 分野以上を重点活動領域
として掲げており，上位 4 分野をすべて共有す
る枠組みは，1995 年に活動を停止したFCDIを






































































































名称（略称） 四角形経済圏 GMS 　 FCDI MRC AMBDC BIMSTEC CLV IAI ACMECS LMI







UNDP マレーシア タイ カンボジア カンボジア シンガポール タイ 日本 アメリカ
参加国
タイ 1 1 1 1 1 1 1 0 1 1 1 1 1 12
カンボジア 0 1 1 1 1 1 0 1 1 1 1 1 1 11
ラオス 1 1 1 1 1 1 0 1 1 1 1 1 1 12
ベトナム 0 1 1 1 1 1 0 1 0 1 1 1 1 10
ミャンマー 1 1 0.5 1 0.5 1 1 0 0 1 1 1 0 9
インドネシア 0 0 1 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0 4
シンガポール 0 0 1 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0 4
マレーシア 0 0 1 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0 4
フィリピン 0 0 1 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0 4
ブルネイ 0 0 1 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0 4
中国 1 1 1 0 0.5 1 0 0 0 0 0 0 0 4.5
日本 0 0 1 1 0 0.5 0 0 0 1 0 1 0 4.5
韓国 0 0 1 0 0 0.5 0 0 0 1 0 0 2.5
アメリカ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1
合計参加国数 4 6 12.5 11 5 12 2 3 3 12 5 6 5
備考








参 加 者 と し て
UNDP，ADB，
ESCAP， オ ー
ス ト ラ リ ア，
NZ， ロ シ ア，







































ら 参 加 ），










ヴ ィ ヒ ア，
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GMS 1 1 1 1 1 1 1 1 1
FCDI 1 1 1 1 1 1
AMEICC 1 1 1 1 1
MRC 1 1 1 1 1
AMBDC 1 1 1 1 1 1 1
BIMSTEC 1 1 1 1 1 1 1
CLV 1 1 1 1 1 1 1 1 1
エメラルド三角形 1
IAI 1 1 1 1 1
ACMECS 1 1 1 1 1
日・メコン・パートナーシップ 1 1 1 1 1 1 1 1 1
LMI 1 1 1 1 1 1 1














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































累計総額の 35 パーセント，ラオスで 50 パーセ
ント，ミャンマーで 65 パーセント，ベトナム
で 50 パーセントを占めており［工藤 2008, 16; 
末廣ほか 2009, 32］，タイに関しては 97 年から






































































































































































































































































































































































































































































































































きたが，2008 年の第 1 回会合から 2011 年の第
4 回まで例年開催されてきたものの，第 5 回以
降は開催されていない（2014 年 11 月現在）（注９）。














































カンボジア ラオス ミャンマー タイ ベトナム
経済貿易協力委
員会設置
2000年 1997年 1997年 1985年 1994年
























































































































































ものは，2000 年に 513 万ドルだったものが












たという経緯があった［樋泉 2004; 小笠原 2005; 
































































いわれている［青山 2011, 101; 川島 2012, 43］。青





































し て， メ コ ン 下 流 域 フ レ ン ズ 会 合（Lower 


































































コン地域に目を向ける［Morrison et al. 2013, 2-3］。
興味深いのは，報告書が活動を東南アジアで行
うことの根拠として同地域が米中の力関係が競
合 す る 場 と な っ て い る こ と を 指 摘 し つ つ
［Morrison, et al. 2013, 5］，防疫を共通の課題とし
て同地域で中国を巻き込んだ協力の可能性を示




























































て い る［ 石 井 2003; 河 野 1999, 84］。 こ う し た






















































「経済協力戦略」（Economic Cooperation Strategy: 
ECS）を提唱したのを端緒とする。同構想はベ
トナムが 2004 年に加わってACMECSに改称す























































































































































いると報告している［Sato et.al 2011, 2097-2098］。
筆者がNEDAとTICAで行ったヒアリングでも，
NEDAではカンボジアとの国境紛争が激化した

















































































ている［白石 2013a, 3; 小笠原 2005, 54］。同時に































































































関しては 1997 年に総額 2857 万ドルだったもの
が，2006 年には 7 倍超の 2 億 1836 万ドルに拡
大 し た［ 原・ 山 田・ ケ オ ラ 2011, 21］。 投 資 は
2006/07 年度に行われた 191 件のプロジェクト
に対する 9 億 7140 万ドルの外国投資のうち，































































































































































































































ヒ ア リ ン グ（2013 年 11 月 24 日 ）。Cambodian 
Rehabilitation and Development Board of the Council 





























2014 年 9 月 2 日）およびLMIウェブページ（最
終アクセス 2014 年 9 月 30 日）。
（注14）LMF ウ ェ ブ ペ ー ジ（ 最 終 ア ク セ ス
2014 年 9 月 30 日）。
（注15）元ADBプログラム局長である森田徳忠























ブサイト，最終ダウンロード 2005 年 12 月 10 日）。











（注20）2008 年 8 月 21 日にバンコクで行った








（注22）2006 年 3 月 6 日に筆者が恒石隆雄氏と




















またカンボジア，ラオスとは 1 年に 1 度，援助
に関する協議会議を開いているほか，ミャンマー
とは現状 18 カ月に 1 回の会議を 1 年に 1 度にす
るよう交渉中とのことであった。






























































Download/Report/2007_04_23.html 　 最 終 ア ク












































































































asean+3_04/clv_ky.html 　最終アクセス 2014 年
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（アジア経済研究所地域研究センター，2014 年 3 月
14 日受領，2015 年 4 月 17 日レフェリーの審査を
経て掲載決定）
